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はじめに

(1) 学習指導袈鎖。数学指導善。学溜街導要鈎の展開。 寄与の討勢尺り内容をどの主うK淑タ扱うか。

o 1 &F~近似値で乗法を指導しその後も通宜使用させる一一一一一通宜とはいつどとでどのようK

D依ど bをまちがえぬためK秘算。事長績を袈鮮させる一一一一 位どり決定の鍛適君主方法は

。〈担返し練習雪の機会を適宜つくる。 ζのためK数学科だけでな〈技術王監科書争と一一一具備ヲには

どのような場面で

。重量屈ぬきでやるよう Uてなるので計算のひな裂を覚えさせ忘却対策をたてる一一一一-~凋J対策とは。

理屈ぬきでやるべきか。理屈ぬきでやるから忘却するのではないか。

(2) 多〈の数学教育欝では"計算尺は近似値で簡単Kかたずけられ，一方計算尺そのものの研究書

には教育的立場からのものは少ない。との両者の結びつきカ敬しい

(S; 県内中学校の実情として計算尺は数学科の中にとb上げられてお、ってもその地位は低い。計算

尺指導の数学的怠義(論壇性)。所要時間。高校入試。計算尺C仮J俗。現在の数学芸文育研究C流れ

t!t方向。等tてその原闘が考えられよう

(4) ζれらの諮問題点の解決。即ち

。実際κ即して具体的でめ払かつ数学的怠義をもった計算尺の指導法

。数学科の各教材κ於ける計算尺の効果的敏い方
。計算尺を欽う高野Kよタ数学科の他の教材への好影響

。計算尺を指議ナる毒事tて工タ数学の生活への有用性を知ったbζれの積極的利用の態股

を主眼とし東K計算器として多くの利点、をもっ計算尺の操作に習熟させる事も主主凶しての乙ζ10 

~ &李総の経験とわずかばかりであるが自負している当絞の指導の実体を中心にして以下標題に従って
のべる。

I 当校に 於iずる計算尺指海の態度

ol&f'2学期後半誤差と近似値のi直後に「計算尺Jという単元を設け 15時簡を充て基礎段階とし

て 2・8数の乗除，比例反比例を指導する。次第によってはこの時間の 1却は課外学習として級
われる。

。ζ<v1 5時聞の指導以後は応用段階としてs年まで教材K応じ適時級う

。しかし計算尺を各教初に無遡i'L結びつけようとはせずとれを用いて有効な協合~.q:)み倣う

o対数は導入しないが理論的に納得させ数学的意義のある指導法を考える

。計算尺を級う喜多Kより積極的に数学学力の向上をはかる

。計算尺の有用性を認め笑際にその特震を生かした操作が手際よく行左えるよう考える

。興味と意欲を高める手段としてはじめの 15時間の段階では日本商工会議所の技能検定も考慮す

る

o会員に計算尺a鱗入させ，、イす切断のずらし尺民:っき片面裂 20cm(350円緩皮)を稼準とす
る
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' 

H 基礎段階の指導

。ととでは計算尺計算の基礎として 2・S数の乗除，比例反比例を 1 5時間で指導する

。計算尺を指導したという教師の自己満足のみで終ら念いためにはζφ程度の日欄は必要である

。出撃の時期を 1年 2学期後半としたのは，近似値と関裏づける。課外学習にも依存するので運動

競技ρ盛んな時期をさけた。 12月κ行なわれる 白本商工会議所の技能検定を考慮した。等の理
由による

ot旨議。項目と目標は下表の如〈である。

項 自 回 繰 i時間
。数。大小と線分C袋短をと対応させ線分の加滋録作によb数の加減計算

1 手製計算尺
が可能なる事を理解させる
。線分を白綴!?<Dとり方を変えて加減録作すれば異鹿の数計算が可能?を 2 
与を理解させる

。計算尺の腔史や手近な計算器としての計算尺の特性を知らせる
主 計算尺の知識 ns 

o生活I'C~ける級数の怠義の理解さぜる

。計算尺の邑昼をのと b方 10進法の目盛のとb方を理解させ視読の練習
s 目盛の読み をさせる 乱。

。目鎌κカーソル線や基線を合わせる専によ!?;bーソJレ操作内尺操作κ
なれさせる

。内尺除法を可能たらしめる

11 4 内尺除法 。目経つである数値は位どbを無視してある事:を知b簡単なものKつい 2 
てとれの決定を可能κさせる

。内尺乗法を可能ならしめる
11 5 内尺乗法

。操作を速くせしめる

正 比例
oiE比例jの概念を彩、識させ計算尺K工るとれの計算を可能ならしめる

。ずらし尺度の筋縄長老性質と利用法及び基線の交換の方法を知 ら4きる

。反比例の紙念を認識させ計算尺によるとれの計算を可能ならしめる

反 比例 宮

口実際場面K於て言1・主主尺を活用 しようとする熊度を養う

カーソル乗法 。カーソノレ法を可能ならしめ内尺法と比較 しその性質を理解させる
8 1 
カーィノJレ除法 ロ連続乗除計算えの菊也を作る

o 3数乗除計算に習熟し4数以上の場合も可能ならしめる
官 連続乗除計算 。概算:Kよる位どり決定に2まれさせる 8 

。日梅枝能検定生 ・5級程度の技術と怠欲をもたせる

(i)。 手袋計算尺

付) 3 仰のグラヲ用紙で右図C如き 3 総fコ自~尺を作る。 A.B.C . ρ尺の名称は実際の計算尺

と混同するからさける。

(A) M.N尺(等間隔等差目盛)

lrls; 
， 

40 50 30 空0 10 
10 20 80 40 ω 

門 o 10 20 30 40 50 ω| 
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(B) p • Q尺 (等間隔等比目盛)

100000 10000 1000 100 10 1 

1 10 100 1000 10000 100000 1000000 

[j 10 100 1000 10000 JOOOOO 

(C) x.Y尺 (等間隔等比闘盛)

lTlY 
、 a 自

2 32 18 8 4 

2 4 8 16 32 

IT 2 4 8 16 32 

(ロ ) M・N尺は等間隔等差目盛であるがとれで加減計算ができる
抑1]) 1 2十 26=3 tI 

ζれを逆に行なえば減法ができる

。長さの和(重量)=教の和(差) なる事を把昔話させる

NとM~ζ 2 e 

12 

£コ
ー寸

el
l-

「
1
t

N

ぬ 26〆

(ハ) p・Q尺は 1()凡 を目盛づえ等間隔等比国主援である
とれで前例。如意操作をすれば

〔例) lO+10 0J→10000  

。長さの和(差)=数の積舗)を知らせる。

との事から目盛のと 防を工夫すれば尺の加減Kょb乗附十蜘 z可能在る拶をわからせる

p r〆 1000 QとP

i

l

 
l
 

nuw

n
r
 

10 1攻。

1000 

J 
←ー一-
10 100()0 

~， 

0>.' "、
-A
 
P
-
-
P』nH
 

、.. aE
E
I」

Q 

(ニ) X. y尺はP.Q尺問機であるが 2nを目鎌つである。p・Q尺肺臓の結柴 .~日ち
長さの和(重量)=数の積(尚)がぬられる。尺の中央z数の中央であるから数債をとうたととる

以外は使われない。 ζれが使えるには，を考えさせる事により等間隔等比国畿に気付かせる。

X. y H.と計算尺tDC・D尺を比較させる。どちらも(1-2問。長さ)= (2- 4.間の長さ)=
( 4. ...... 11間の畏さ)で同じ性質の白昼をであるからc・D尺で長さの加減!CtT乗除計算が可能l!$
が褒解できる。

(ホ) ζの主うな導入のしかえは中学生主には単純すをるようであるが針筑尺K対する最初の抵抗
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念除〈若手と 長さの和(き)=救の積(商)という計算代の根本原題を幾分でも理論づけr必要で

ある。

。ζれによ b実際の計算尺操作の漫画事も容易となb事後。尺政選択。混乱や忘却の度も少な〈念る

o尺の基準を 0でなく 1VCする喜多の主主味づけやその他問題もあろうが対数を扱むないで対数百盛な

るものを納得させるためにも P・Q尺 ，x.y尺κよる渋が最も長いと考える。

(届)

(イ)

(ロ)

計算尺の知識

計算尺の目的。ぞるばんとの比鮫(計算尺は万能でない〉を簡単Ki旨導

計算尺計算の基本定型として ・長さの和=数の裂も・長さの差=数の商

階十~はとの考えK徹して指導する。

(1、) 計算尺各部の名称、

を与え以後采

悩定尺。中尺。治尺。君事の名称もあるが内尺。外内τ統ーした方が合理的のようだ。

自安線

i:人'''，I 
"~竺一

筒盛の自発み

カー ソル

/ 

(3 ) 

(イ) 1 0進法に於ては単位以下の自主査のつけ方は次の S通タである。

(8) 

10 

(b) 
.---~-

(0) 

生徒児島票当岸型車では

01-20区間一一一一・(b)のとb方

自 2-[i(l)区制一一一一 (c)のと b方

'0:5-1 0の区間一一一一 l桁上った (α〉のとり方

ー-凶-，-

内尺
~ー一一一一一
/ 

11 

11 

11 

。言H!言葉語は目盛で読むものがほとんどであるのでζれとも関連させ単位以下の目盛の指導は必婆で

ある。

(ロ7教授用大型呂磁板 (D尺)で視競練習C後 U尺の目盛にカー・ノJレ線を合わせる。 D尺の自

~W: C 尺の基線を合かせる。カーソJレを臨定しカーソル線I'LC "尺の自織を合たせる。を有効数字

1給，宮桁.3桁C数Kついてそれぞれ練習する。 C1尺は逆目盛であるから4-2と邑品。 ら3と

4. 7等見誤b易加。
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(ハ〉 操作の基本. (0カーソル操作一一o1Jーソル線を自般に合わぜる

¥0内尺t操作一一一γo内尺の目盛をカーソが線に合わせる

\0 内尺~~車線を外尺の自~t'C合。ぜる

指の使い方を主として操作。方法も教える

(.::.) 計算尺の絹度。目銭。中闘をと観議した場合の誤差の総額は1/宮目盛であるから生徒周で

は

。有効数字。首位。数が1の場合一一一- 2の近〈で 1/200 = 5/1000 

0 有効数字の首位の数が 2 - ~ ~~協会一-5~近〈で 2.5/1100 = 5/ 1000 

0 有効数字。首位C数が 5-9~掛合- .10 の近ぐで (16/100 = 1I/10?。
キE尉誤差が極めて小さい事。それが総所によらず一定である事。とれが計算尺の合選的友一頃であ

るとして街滋する

(4 ) 内尺

(イ〉

o計算尺C記号

法

↓

〆

提

除
パ
'J
11

均一ソル線を合かせる

内尺を合わせる

事与がとζtて出る

ノ彼粂(除)数一一一一-D尺

。乗除計筑の原則 ! 乗(徐〉敬一一一一一 C尺又はC1尺

¥答 ・ ρ尺

(ロ) 先ず-ニ数聞の乗除完成という立場と阪自主主のみでやれるという理由によb内尺除法から入

る

。C 尺の￡法IJîI下陀答が得られ~場合

(O!J) 0"';-3=2 

「ー
L
n
u
 

?〆
宮

廷4

。c 尺の右基線下i'C~喜が得られる窃合

〔例J 3+6=05  

. 
。 c 尺~1.己号車線下は自はずれとなる

oD尺c左にもう 1つD尺をつければ答の読める事を考えさせ

ー-39-



om=njl(気付かぜλば右吉正線下でも答か詰める

。位どりは別κ考える

(ハ) 0 (ua)長さ)ーいの長さ)及び (3の長さ)ー(6の鋭さ)として行なう

0/;.11;線下回はずれの際右耳目段下で続むと機械的に指導ぜずm=Tl fD司50えで重量検づけて納得さぜる

口初めは計算する数も谷も国分t誌な袈さ ないもので。位ど b も特~検耐を必唆としだいもので

。後K答は有効数字s桁読むよう習慣づける

。 8筒技能検定時題。級を星雲JR~ して絞習させる。誤差は 6/100 0程皮許容し 1 0題 7分程度

(6 )内尺象法

(イ)。C1 尺の右基線下~~が得られる総合
L例) 2X3=6 

司

4nu
 

8
/
↑
2
1
 

。
※ 

。C1尺の左基線下K答が得られる総合
L例) 3X6=1!o 

日

」川〆。十
提
0

・Eム

。m=nより考えさせる2容は除法の繊合と同緩

{ロ) 0 C l尺とC尺の義線は一致する夢。及び逆目盛の説みに詮2与する。

o 8s事技能検定問鐙 o級を参照する

(5 )正比例

(イ) 0計算尺最大の利点は乗除1M・11'-もさる事ながら対照目掛均な活用にあるといってよいであ

るう。しかるK一般的Kみてとの扱いが経観されてi/>るようだ。

。 比例の恩義はすでK学習ずみであるがζζ で定義を再被認する。一方が増す~つれて他方も増す

関係が正比例ではない。例えば兄弟の年令，気温と蔀進等。 (y=4%，bの関係を正比例と考
え易い}

(ロ) 正比例の計算;

l例).賃は 1 Oゆから宮とK9fD換算

N 

K? 
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oK与をD尺I'(，賞をC尺Kとる

。D尺の 15とC尺の舎を合せC・D尺上の対応する他念カーソル操作I'Cより読む

o筆算では 6 a=1  15，α=2 2.5 

。貨 ，K!Iをc.ρ尺氏対にとってもよいが表の上段をC尺に下段をD尺I'Cとった方ヵ壊と計算尺

の対応が見易い

0-方のみを求める場合以D尺で谷が読めるようKとる

※ 

;L. 6 c 

15 a 30 
、・4...、，0、
t 

(ハ〉 自はずれの処置

。上{9Ijでe-hは目はずれとなT.iE規尺皮では2舎が絞めないので次の処箆をする。

。ずらし尺度で読める場舎一一 C尺のかわTI'CCF尺・D尺CかわりtcDF尺が求める

@ずらし尺度でも読めない泌合一基線の交換を行念う

。内尺が半分以上引き出されているとずらし尺度でも読めない場合がある。

〈ニ〉ずらし尺皮切F尺・DF尺)

000 切新.1t 切断のずらし尺度C目盛のと 担方は指導するがずらL尺度と正規尺度。対応閤~:

は無理K理解させる必要はな〈ずらし尺度でも正規尺.!l(ri娘。計算可能がむかればよいゆ

(ホ) 0計算尺裳カー ドの数他で単位換算の指導をするが複比の計算は現段階では数わない。

。日商技能検定問題s・明級を是主限ナるが乙の場合指数(物価君事。〉の概念は特別に指導会要する。

げ)反比例

(イ) 0反比例も学習ずみであるが定義の再確認をする。一方が噌すKつれ他方の減る関係が反

比例ではない。例えば主主と夜のf更さ。建物の読みと残りのベー少数等 (.ao+ y=a([)闘係を反比例

とし易い)

(ロ〉 反比例の計算

oC尺とC1尺の目盛は同一位置では逆数の関係で積が一定である。

oD尺とC 1尺も問ーカーソル線下の鼠磁の積が一定である事を利用して計算する。

。反比例は逆数κ比例とい う考えからC1尺の活用に気づかせてもJえいが少し重量しいの

[例〕面積 60 0の長方形。縦と縫.

60 Iつ
。絡をD尺に綴をC1尺vr:とゐ

oD尺の 15とC1尺の 40を合わせC1・D尺上の対応する{砲をカーソル操作1'(.t T読む

o一方のみを求める場合はD尺で答が読めるようκとる

一-4 1一一



Cl 

a 15 20 
※ 

(，、) 自はずれの処置

Ju上伊Jでe-ht立自はずれとなb正規尺度では宅与が読め没いのでi正比例肉織の処置をする。

o生徒用機準型ではC 1 F尺の念いのが普通であるから拳線の交換で行~う。

。C1が自はずれの場合も CFで読もうとする繰bが多いので注君主を要する。
。(ニ) 練習越として日商技能検定間短 4級を参照

(6 ) カーソル朱法・カーソル除法

(イ) カーソJレ法は s数以上の連続乗除へ入る帯出と{..-て行なうので習熟させる必要は念い

(ロ) カーソJレ乗法

@C尺の左訟線を使う場合

〔例) 3X2=6 

~ ↓
2
+
6
※
 

a 

。C尺@右基線を佼う場合
例) 3X6=1l! 

。前Oliと同じくやれば目はずれとなる

。D尺をもう一つ右につければ答が読めるが下図の如〈行なう
o治図に於てm= 凡 である

D 
半

ーし

ν一sln _ _ ___※ 

合場内J

法

使
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一

除

を
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一
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基
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一
・
一
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l'
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〕
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。C1尺の左基線を使う場合
l".fru S-:-6=  05  

。前~jと同じ〈やれば自はずれとなる

oD尺をもうーフli."fてつければ谷が読めるが下凶の如〈行なう

o方図に於て m=n である

i
 
，.‘
 円U

s 

γ-

巣 n------.1 
s 

〈ニ〉 内尺法・カーソJレ法の比較

被乗除数 乗除数 ~ 最初の操作 最終c操作 自はずれ

乗法 Cl 
内 尺 法 カーソル操作 内尺様作 目はずれな し

除法 じ'
D 1) 

乗法 C 
カーソル法 一 内尺操作 カーソル操作 自はずれあb

除法 Cl 

c内尺法 内尺操作で言慨が終る

。カーソル法一一一一一 カーソル操作で計算が終る

(:~酬の粂問 内服
口一定数と各種の数の乗除一一一一ーカーソル法

o連続粂除計算 交互κ

-(9)) 連続乗除計算 (3数乗除)

(イ) 0 指導要領ではと ζまでは要求されていないが会員に計算尺を購入させる喜多や連続乗除κ
よって計算尺のやli~，が発簿されとれにより公もしろみもでてくる事を考えとり上げる

0-:をたとれば一応の目安としての日時技能検定との関連も強い

。数学の他の分野κ於てはほとんど意識的に指導する事のない概算Kよる彼どり決定もとれと並行

して学習せざるを得なく左り ζの点K於ても連続乗除をとり上げる主主義がある。

。機械的な尺度選択κ.t.!J指導する方法もあろうが様作の際C条件からして型分けして指導した方

が時関がかかるようであ f ても生徒a思考活動の余地もあ b体得させる K有効である。

。操作や目畿の読みを正確にするためとのあたりから許容誤差の範劉をせばめて指導する〈日商技

能検定はs数闘で::ta. 2 / 1 0 0 0) 

ー-43-



(ロ) 0 3数乗除は主主算形式の函から αXbXc。α十 bXc

αX b+ c 0 a+ b千 c の 4通bが考えられるが

o第 S数を操作する際条件からして次の五うκ分鎖して指導する

しな
・

9

れ

あ

ず

れ
は

ず

目

は
で

回

服

服

続

規
正

正
J
f'ih
¥
 

法韓米4M
 

数第nuv 

一 /長さの和が見易い

¥長さの和7}!見難い

-(ずらし尺度が自はずれにならない

\ ずらし尺度も自はずれI'L~る

-{憂さの差が見易い

¥長ぎの差が見要量い

-/ ずらし尺度が自はずれI'L~ら iî い

¥，ずらし尺度も自はずれに~る

し

b

な

あ

品

川

知

は

は

ロ

回

目

】

で

で

皮

度
尺

尺

規

規

正

正
f
if
t

、¥
法除沙数銭

。

(ハ) 連続乗除計算。原則として次の事をあらかじめ徹底させて公〈

@内尺法・カーソル法を交互に用いる。 。内尺操作・カーソル操作を交互に行たう

(ニ) 第s数乗法。正規尺肢で自はずれなし

。長さの和が見易い(第E数録作の結果が内尺左基線下Kある〉

ゆ1]) 3X4X5=60 

o s X 4の結果がC1尺q)}i基線下l吃出る，そζへ5q)長さを加えると考えさせる

、6
4 

D~ 
4

了
1
血

@¥、
3 X 4 X o 

5 
カ
ー
ソ
ル
法

ω 
※ 

。長さの和が見緩い(第2数操作の結果が内尺右慈線下tてある〉

ゆIj) 空X3X5=SO

02  X 3の結果がC1 尺の布基線下~t:出ておるが ζ とから 5 q).長さを加える事はできない。それ

でC¥尺q)Li.基線下(1(も 2X 3の結果がでている夢 (D尺をもう)つlel'Lつければ読める)を

想定させそζから 5e:l長さを加える・と考えさせる

，;.. ... 

1
 

2
A
 
C

C

 
大

DI よ

⑤
↓
6
+
 

2. X 3 X 5 

30 

染

肉
H
Pハ
持
出

カ
ー
ソ
ル
法

(ホ)第 3数乗法。正規尺度で自はすhあb

@ずらし尺度が目はずれ1'Lí1ら~い

ゆIj) 3-:-2 X X = 1 2 

。c尺のかわTI'LCF尺を使いDF尺で答を読む
- 4 4ー



o正規尺度・ずらし尺皮両i:1jとも使える混合はカーソル移動銀総の短い尺度を選ぶべきであるが

初歩のうちは混乱をさけ正規尺皮使用を主とする。

8十 2X 1 X 8 

i?R 
Y 法
即

日正規尺度で自はずれに念ったととるでX1O錬作を一回余分に行なう 法

。φτ 切断では内尺沙時分以上引き出された隙にζ う加う砂:がある
。汲初の 1S~ 2 をずらし尺皮か交錯して操作すれば自はずれは防げるが多種類の方法では泌凱す

る

o生徒は自はずれtてなったととるで答線の交換K気付くがとれだと操作が1回余計Kなる

〈ヘ) 第s数徐法

第 3数除法の場合と開設な考えで指噂する。ととでは省略する。

(ト〉 まとめとして尺度選択について右のように整理し.，数川上。錫合も応用できる主うにす

る

。練習題は日商投能検定問調 4・5級参照

。ずら し尺皮のないJi~合は次のßíH'L掃する

※ 
12 
ー+

⑥ ¥、2
8 

DI 

。ずらし尺度も自はずれKなる

〔例〕 昌一← 2X3=12
一 一一 一

@，冶2 a . 

ふl. 

:~ 
D f-Zお宅 ト

; . 
" 

自

-LU
H
}

内尺操作

Cl 

C 

カーソル操作

C 

Cl 

〈テ) Diどタの決定

計算尺指導K位どbを如何κする治相しばしば問題κなる。我 の々微生活!iK於て数値の紙糊湘鑓

と位ど b は非常~VC重聖書なi!trであ b ながら数学科K於ける{自の制ゆで主主総的κ と b上げられる星野はほ

とんどない。計筑尺に於ては，有効数字l桁の掛算tてよる法。依微による法。 ×1JC形をとb

指数K よる法。その他いるいろあろうがオールマイテのものは念〈問題 VC.~è.~じてそれぞれの方法を

とるべきという怠見が大勢を占めて公bとれに賛成ではあるがしかl怨礎的なもの主となるものを

一-4 5ーー



1 っきめてシ〈必要がある。とれには新奇ït~.えを必要としït ( .をたー脚内であるとの理由から .

概算十てよる方法がよい。 ζの場合除法の時十てその逆数をとり有効数字 1行Kして乗法とみなす法も

あるがとれは繰らず除数を有効数字 1桁にして乗渋とみなす法もらるがζれは採らず除数を有効数

字 1桁忙して乗法とみ攻す法もあるがζれは採らず除数'{r有効数字 l桁にしてそのまま劉タ算をす

る。

後K指導する工う Kなるキ方・立方 ・ 平方根の位どりは位数~.tる方法が明らかK有効である。

(lO-) 基礎段除のまとめ

。以上で時聞を特設しての計算尺指導は終るが以後は適時教材κ応じて活用する。

o 以上の段階では為能力者と低能力者を交互K混えた~席配列が能溶的である。

。ずらし尺度を用いての内尺やカーソJレの移動距離の短縮 ，特1'C，，/lO切断のずらし尺度Kよる交

錯操作は計算書量の特;倣である速皮C商から必須ii方法であるがやや専F加りな技術κなる@で経〈ふ
れる程度にする。意欲のある生徒には偲別lζ課外等で指導する。

。以ょの指導とあと少しの特別学習で一応目安である日商技能検定 4級K合格できる。とれに参加

させる理事は生徒紛々の君主主放を増し技術を高めるκプラスする。

現 数学科の各教材に於ける計算尺の活用

日すべての教材てに無理に計算氏を結びつけようと しないがしかし近似値や対照包盛の応用等計算尺

の特質を生かせる教材には-t;分Kζれをと b入れるようκする。

。使用C教科書草は絞脊出版 「中学数学Jである。

(1) ]; ~手の教材に於げる針軍事尺

o 1年では断障の基礎段階で篠噂される内容がほとんどである。

。ヶーヅマーク Jt C JI を使つての円。求積の指導をするか "CH 。値の解明は来だゃれ~い。

月 教1司書 持獲要領 数 tt 内 容

4 A (2) 逆 数 ol礎役隔で指縛するのでととでは扱わなャ tdogy司 t(l-10gx

0 -般にxの逆数y~l/xで与えられるが整数小数で京め 10g)'=1-logx 

るなら logxJ-1 

4 xy=主O
x 

位どりを無筏すれば
y 

※ 
河但::;1

4 A (2) 2乗・ 3乗 。数債を涼める事より 2粂$乗の意味の指導s.ねらいである

" 
ので計算尺は扱わない

7 IV C ll) 当[~J の利息
1，0日叫乗として指導叩:銅山側

教わないのが16織であるので計算尺による指導は行なわな

71IViC(1) い刷、ろな比率 o~算R乞よる街導It~臨段階で行なう

i p!i V C11) 比例式川を求 o計算尺による指導It基礎段階で行なう
i ! める i . 
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月 fUHt網蹄 1: J，;f 内 容 Ai 説

9 V C (2) 正比例のダラフ 。比例定数1iぴ8変数には簡単な数値のみを扱い計算尺tt!
わない

。V C (2) 反比例のグ77 。白緩の佐賀上位置を余計決めた方がよ〈そのためには計算
尺の使用が考えられるが2年lVで指導する事にしととでは
グラ7のIU!のるに止める

10 vl D (2) 耳1 位 。計算尺によるものは基縫段繕で指導する

3 I VI D (3) 図 形の求 厳 。円扇形以外は遷続乗除として指導する
， 

s 1¥'Il D (8) 円 の面 M 0=3.1 -1とする事自体近似値であるから7tを含む計算に
は計算尺が遣する

。 ① 8数の積として求める ，ulogS:中(1ogrゆ gr

S=コrr2 -(1・logrr)) 

? 単
πr2 

yL1 
10g 9::log 

10 
c 

s πlr 
O 

包
D 

。@ゲージマイCを用いる 位どりま無視すれば

S=す=VEJ S=コrr2

tA句匂陶d・

=(4ペ写j宮 108C) 

1喝包084)2

ヲ=cとすれば KGLf S=df 

2 

〆 v =(フd 
e 

g 」 4 

Jお.B、

三れは縫~訟のみの惜却で よい

B VI1l 。(3) r.~の前fa . 弧 。逮絵~U告計算を行なfてもよいが円の街積:â' C を使って求 μ(10gnu()-10ga) 

中心角 Ibζ れを伎っτ対熊 [l~として算出した方が時，\問が利 〈 =t' (log S -logA) 
円の血税をS 円周をe =μ(log 1 -lo&n) 

扇形の函績をA 中心偽をa 狐をm
10吋3ω=3.0庁B口町1 

とすれば

a A 回

3一由0-τs=ーであるから正比例闘機にし
a A m 
SGo=>S-T 

て解ける

S ~ e 

a A 

i ・

- 47ー



(2) 2年の教材に於ける計算尺

o 2年ではd尺(あればK尺も)を併用しての対照目盛としての活用刃古である。

o 1つは 2乗に比例・反比例のグラフを害〈際K.1つは栂似比と面積比〈体積比〉の関係Kであ

る。

o' 2采K比例は縦軸tて宮乗の白蟻 (nの位置n(l)目指益)をとでてグラフが直線となる事で関係を理

解させられるが曲線(放物線)を響かせるKは劣 .yの対応する値を多〈求めなければならない。

乙れκは計算尺が適する。

。生徒の能力に余絡があれば2乗を指導した後 ζれの逆としてキ方根の滋味や求め方令指導できるつ

月件楠|制蜘|教材|内 容 |解説

7 I JV I C (l) I 'I=a xのグラ7I 0定数a及び自制Xは脚な数値のみを般うので計算尺州 s
わない

9 I V I Co} I y=号のグラ7 。スム 4 なグラ7を書くに低位置を余計きめなければならなIt.ilc町:=t.t(log・1ogx)
|同y=l喝さ

a 1 a ~ l' 
y=x I 1=: 

Cl I x.3 x~ :X;1 ( 1--
DI 13 y2 '11 a I 

9 ! V I C (z) I z乗に比例 102jに比例2j主に反比例は数債を求めたグラ7を書く事によ
り具体的解こ抱擁させる6ζれには計算尺が適する

2 
'1= 

一
]
d

宮古

y3 

士山問。g~
l句~=logx~
2 y=x 

十10g1→山ga
+ttlogx 

10g;c=ioga .ticgx2 
y-a.} 

cレヰ1 x2 x，8 . I 

AI_e.→ーy2--'I3ー |

9 I V I C (2) I 2乗花氏比例|
1 1 
Y= x2 τμ10g戸手1(1-10gx) 

10gy:=2・zlogx
X8 xt xl 100 

1=一
x2 

'13 '12 yl 
位どりを祭鈍すれば

1 
y=一
x2 

a 
Y='予

÷Aogp士.(tlog
x3 x2 Xl l/ -メdogx

AL-2-Y1- aコlogy=:loga.-21ogx 
1 

y=一
x2 
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業
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1

綿一

D1

翻一

V
A

R
一
z

持 内 容 解 鋭

尺 10献はほとんどの場合有効数字1桁の数値が使われるので |瓜of!i=1l (logx~ 1噂)

計算尺使用の意義は州

1:8 = y:x 

〕
叶

X
4
y
w議

x

一
y
A

一一1: 2=y : x 
2 I X I E(2) I栂 似 比

， -b"ダ《、、d
d/--~ -.γ ¥えに

μ(loga -10gb) 

=IJ. (logo-l ogd) 

=￥t (loge-logf) 

味<=iogをioep
c
T
 

一
』
c
-d
 

一一
a

一b

し
川
a
ア
口

6
4‘G
 

e』
f

2 I X I E(2} I III似比と面積比 | a2 x μ。(loga-logb)

b
2y  

2tμ(10gx~10g的

b a 2108ib =10g三y 

y x a2 x 

b，2 
-
Y 

2 I X I E(2J I抱似比と体積比 loK尺があれば上記のA尺院綴

。生徒用標箪の計算尺にはK尺がないので対照信銭的な操作

はできない

y
m
w
 
め
A
W
4
 
で除

揖
揖
格制
捕
喧て

仇
ソ

2
u

b--

tt
 

x
一y
x
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-
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=
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-
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S
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a
一b
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(3 ) 忌年の教材に於11，る計算尺

o 3 &ifでば対照旬盛の和用と数表のかわタとしての活用及・びそれを用いて台数値計算滅症である。

a数表のかわ担としては平方・平方娘。三角比の値があ~ ，それを用いての計算では三角比による

辺や角の計算がある。対照目織としては 2次式のグラフや 10 0分喜界度数，正弦比例算に使:btl-;る。

o正弦比例は綜議事要領Kはなハカ磯何学的託明は容易であ1;1.叉応用も広〈計算尺ではS尺 (S1 

JモをIL右表裏入れかえ〉を使って正比例問機緩めて{迩単K行なえるので街道している。とれなどは

計算。尺を吉皆、うがための利点といえよう。

I r 11 障措指導妥鋭 #z 材 内 容 1事 説

117 u A (1) 平 方 02有!Vでも学習するととがと ζでは数表のかわりとしての
iHi有用性をi君ゐさせ位どりになれさせる

y= X
2 

;μlogy:::::;μlogx 。① A尺を糊 ↓ 

以x y 
1喝yyd=コζγgx 

。② 2数の穏として求める μlogy::ヰLQ.ogX+l噌<)

y 
lDgy=22 10郡

y=x 
y 

‘ ※ 
、

(0迷く求めるには①の方法

。絡し〈読むには②の方法

E G(1) 二次関数のグラ7 o 2~手Vで学習ずみである。 C • D尺kA尺のE自逮操作担こF

怒なれグラ7が手速〈書けるように

‘ 
1.17 E AU) 平 1J U~ 口近似{直を求?I>る事よりも無裂教の処涯を8的主しておるの
亀; で式の近DJ!iam'HI:は計算尺は使わない

。平方根を~めるのに 1主義とともに計算尺を艇う

y=vx 
※ 

tilOgy=:plogx 

y y=V X 

x . 
。小数点を中心に2街ずつ区切り最初の2つが-(8.切内にあ

るkきはARの右半分

， 。一区切内ltlつのみのときはA尺の左半分を使う

e 。位どりについては数表を使う場合主悶緩でよいが位数によ

る方訟の指導も行なう

12 yll E(ll 平 本 ~H 。計算尺を}日ぃτ三平方の定獲による直角三角形の辺の長き
a'手法く*める

』鳳』白
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月潟地指導要領 教 材 内 容 解 & 

。計算尺の数表主tH量った意義有用伎を認めさせる

' 
10 V CU) 皮数分布 。ヒXトグラムを作るに各級関のm:散を%でとる

-
級問の番号 l 2 ... 1 ... 

μlogx:平(J.~-埼。

その度数 fl fZ ... fi ... 総度数-0 f 
1句界=log一- -n 

その % Xl X2 ... Xi ... x=2〈X100)

n〆
fd + -ie 話z 
字4

10 V C (4) 質術平均 。険法で行たえる

1 I "wl DO) 三1fl回数 。三角翻数衰の使用をJltfきせた後計算尺な敬う
S1とTlの尺皮方程式に

ついて

。生徒施!準の計算尺は包盛が皮単位の10滋法であるので SI 位以(ー10gaお四)

分uはζれを度g:換算する

→笈 ×ー1 
ω 

Tl ~(-lOS旬、x)

。秒 →tit ×斗
8000 

，0日後続のi!松中学程度:では阪とんど必嬰ないのでラジ，，/"/ -右i織を原点とすれば
による指導等ばせずl主力"ドにある
tanl'!:争cinl匂 00003 紛附Z糊E 。S1a=;μ(1-(ゐ伊加)1:

とどめる =ぷ(l+logalnx)

T1e:弔:(1・(ー.logt削減)
0 :1の箇安銭 tt蓬議主-~する

=μ(l+lcgtanx) . 
Os1X1X ~を薬ずる主き捻D尺で容をおみ

自1nx 等で徐するEきr.:C.Rで'，l;をntむ

oSl尺Tl尺t1C1尺の如きmいをする

。必要に応じては内尺を表装入れかえる

。以下の図で裳で使う混合ほ( )の中へ入れて表わす

1 ~1I D iE 後。

x=回 nら

① 6主三×三五 450 の場合 μlomt司(J..I(J噂 a似)

か)〆 |
l08F1+1c供anx
F司 Oも!lnx

DU  位どりを似絶すれば.，. 
y=もElnX. 

J・
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月捌轡!給湯醐 教 M 内 F世治 鯵 説

.@ 46.~84"の場合 μlogy=郭(・logtan

y=t.a一m--uno1o--x) Kして〆〆
(90九 x)) 

i 
(9O"-x) Y = tan (900-x) 
y 

y=tanx 

1くとr<lO である併に注怨する

( ~-抗anx ~Y 。 -1x μlog~訂正(logp+(1+ 
x=t8n -

logtanx)) a 

① 伊豆~45 の場合 a Y=loatanx 

位どりを無視すれば

{む
y=atanx 

a 
y 

※ 

② 46"く×く 114・の~合

a 
としτ 瓜q;y=I-IQ.og晶1-(-10

(Tl) 
Jtanx= 七州OOO-x)

gtan (OO"-X))) 

c|1 (960e吋nJ9 
~t 

a 
y アニ tan(I)OO-x) 
a 

y=at.anx 

{内尺をJ裏入れかえればD尺で答iが読める}

O()O_x 
(C) {旬nx)

a 

ム勺。 a 
Y= tanX 

① 伊三三河王;4 ~ の場合
y 

μlogy:ヰt(1oga-(1+ 
~~a 、

(~ 
108もanx)) 

y a 
a 1-loもa，nX

1 政どりをtl観すれば
a 

(内尺をA裏入れかえればDRで答が読める) y= tanX 

• 1'. 

!〆(1 0 tanX) 

FZ 連型
a 

e 

、
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月 掛司締鞠 ~ 材 内 容 ~ 言t

@ 生 6 .く〉も84~ の騒音
a μlogr-手l~oga+ (l十

F 一一=叫an(900- x)として
(logta n (90 o_ x) )) 七anx

(山) |
y=1oaも<1n(90'Lx) 

a 〆 v F .白10石a 
y 

※ . 
位どりを無貌すれば

1 1 VI1l D 正
y = sinx 

弦 。( -1 06壬〉逗 由。。
x = 51n

4

y 
以下同じ

a 
J=ーー
もanx

瓜ogy::泌(l+logs:inx)

;;l y=1 0 sl. J1){ {立どりを無鈍すれば

y y=sinx 
~ 

イ〆jy
μlogy司 l(log掛か+。 logsinx)) 

-x=sin-1i 問。asinx
品

位どりを然t息すれば
y=sinx 

， a 可町
{瓦)〆

D I ~Osin ~ 次

。 a 
y= 5inX 

ぷとJμ108Y司 l(loga-(1+ 1ogsinx) ) 

a 
F10eihX 

%、.里， (ラ
位どりを無視すれば

Y 
a 

a y=sinX 

(f'l尺を表裏入れかえればD尺で答が読める)

(10s1n事
81 1 

※ y a 

1 I 'i1lI D ~ 弦 。(y=C蹴 =1n併にX)
μ108Y司 (1+10芭.61n

x=∞5-1y 
(90'-x) 

• o.孟〉長 90. 以下関じ
y=l.Osin90'x 

ゲムl y=ニl'OCOSX

y 位どりを線復すれば

※ y=cosx 
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月総4書開鞠 教 材 I'l 容 解 ~ 

。(4  μ10gy司 11).0ef¥+(1+ 1ogo1n (900-抑
a 

y::10a瓜n(90.-x) 

デ司Oacoox

位どりを録復すれば

a 4b (0伊-〆x) FOOOSX 

y 

※ 

、。 a a 
f，iJ.ogy司 lo.oga-(l+

y=ぉsx= sin (90"-x) 

ぷゴ
1 of!P in (11。ιX))) 

a 
y= losin(9OQ..x) 

a 

J訳 (件? y=10∞sx 
y 

位どりを然観すれば

o I [10∞ a a 
↑ 1=00sx 

(内尺を表裏入れかえればD尺で答が読める)

4S20l l | tωcos~ レ900-x 

柔
a 

2 I VI D 三角形の面1置 。 1 
y=すabs1nx

. 
04数粂除として様作する

~ 
μ1081=(((1孔cgsinb 
x) +loga+10gb-10 

@ 82)) 

作)乃| y= 
loabsinx 
2 

位どりを叙観すれば
@ . 

y=土absinx

ω | 2 
2 

※ y . 

. 
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月 3主将香指導鞠 教 材 内 容 解 説

s 正弦比例 。指導要鋭になく勿t語教科書にもないが幾何学的証明松容易

であり応用も簡単かつ利用の範関も広いので指導する

。正比例同線対照目盛として行えるのでiil算尺による扱いも
簡単である

。内尺を表裏左右入れ替え Sl 尺をS尺としτ使うので IH~

が2走みづらい

。a b c 

sinA一 風nB一J亙1Eh- //f.、 bG7ヘ
μ( (l-!lOS:町ル1喝母

同 (加申1nQ・19劇

同((1-110伊inC)・10割

t a 
10sa inr 10sb inE一. 

¥ :--
。

A B' c 
位どりを無視すれば

a b 。
a b 。

百日~ sinB=;叫

おわりに

。計算尺指滋Kは問題点が多〈。目盛の読みの指導。位どb決定の方法。ずらし尺度の扱い方の程

度。問題解決。窓考能力と苦悌;技術との関係。そ-v{也のどれをと b上げても深〈論ず~内容がある。

しかし，ととでは紙数C制限もあるので個々の問題を追求する事は止め 『はじめl宅JfD想図に従う

てのぺた。

。数学科以外の教科と計算尺，というと 1まず部ヰがあげられょうかとれも紙数の都合で省略するQ'

o計算尺を指導する芸容による数学科内の他の教材への効果は次の諸点、を中心として期待できる。

。鰻念的でな〈実際的危近似値と概算の意味と感覚の把握

。教師は見落しがちであb生徒も 祭外カを欠〈概算とイ立どb決定の能力の育成

。計器類の自主筆の読み方の能力の養成

。段階づけて自分の能力a:'&IJれる理事から ζれK努力する態度ととれを通 して数学への自信

o 2&fで平方根.s年でlEi弦比例等基準よb先んじてスムース!tL学習できるa

。実験学級的な扱いをし~いので計算尺を指導した生徒と指導しない生徒との数学学力の客観的な

比較の資料はもたず，又理屈ぬきで傑作を指導した場合と理論的君主味づけ在して指導した場合の学

カ比鮫の具体的資料ももたないが，理屈Ib.きで指導した数年閣の経験と反省からより良いものとし

てζのような指導体系を作ったという喜多と，平方板など計算尺では一年早めて指導した惑によりと

れの応用計算が出題される日商技能検定s級に 2&手で合絡したb数学への怠欲も増し成績も向上し

ているといラ事を断言できる。

。以上のべたととろのあるものは教育理論から器具りであった!?，あるものは自分の一人ょがbであ

ったbで不備，，(D点の多い事を恥じている。先室長の御指導をいただきたく考える。
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